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暮
ら
し お知らせ

information

行
　
政

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」移
転

の
お
知
ら
せ

を掲載しませんか広告に
　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

ととううややここ

国
民
年
金
保
険
料
免
除

等
の
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら

　
洞
爺
湖
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
、
６

月
か
ら
「
母
と
子
の
館
」
に
移
転

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）」が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
税
務
課
、
洞
爺
総
合
支
所
地

域
振
興
課
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
ま

た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
分
（
令
和
６
年

７
月
分
か
ら
令
和
７
年
６
月
分
ま

で
）
の
免
除
な
ど
の
受
付
は
令
和

６
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
※
申
請
時
点
の
２
年
１
ヵ
月

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
可
能

　
ま
た
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も

の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
期
間

が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－

50

－

１
０
０
４
）
／
住
民
税
務

課
住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

カ
ラ
ス
の
営
巣
に
よ
る

電
気
事
故
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
カ

ラ
ス
の
巣
作
り
が
盛
ん
に
な
り
、

市
街
地
で
は
電
柱
に
も
巣
が
造
ら

れ
ま
す
。
巣
の
材
料
に
針
金
ハ
ン

ガ
ー
な
ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
こ
の
金
属
が
電
線
に

触
れ
る
と
停
電
の
原
因
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
電
柱
に
カ
ラ
ス

の
巣
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
近
く

の
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社
室
蘭
支
店
（
☎

０
１
２
０

－

06

－

０
８
１
３
）

し
ま
し
た
。

▼
場　
所　
あ
ぶ
た
母
と
子
の
館

児
童
室

▼
利
用
時
間　
９
時
～
15
時

▼
休
館
日　
金
曜
日
、
12
月
30
日

～
１
月
５
日

※
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
、
事
前

に
空
き
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
（
あ
ぶ
た
母
と
子
の
館
☎
76

－

２
９
３
７
）

▼
利
用
で
き
る
人　
子
育
て
世
代

▼
料　
金　
無
料

▼
利
用
方
法　
サ
ロ
ン
室
の
名
簿

に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
（
☎

82

－

７
１
０
０
）

げ
ん
き
館
ペ
ト
ト
ル
︑

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

休
館
に
つ
い
て

　
げ
ん
き
館
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
環
境
学
習
フ
ロ
ア
（
室
蘭

市
石
川
町
）
が
新
中
間
処
理
施
設

建
設
に
伴
う
蒸
気
供
給
管
接
続
工

事
の
た
め
、
全
館
休
館
し
ま
す
。

▼
期　
間　
７
月
１
日
（
月
）
～

９
月
30
日
（
月
）

■
問
合
せ

げ
ん
き
館
ペ
ト
ト
ル

（
☎
０
１
４
３

－

59

－

３
４
４
３
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
☎
０
１
４
３

－

84

－

１
６
２
１
）

堆
肥
の
無
料
配
布

▼
配
布
日　
６
月
10
日
（
月
）
以

降
の
毎
週
月
～
土
曜

▼
時
　
間　
９
時
～
15
時
（
12
時

～
13
時
を
除
く
）

▼
持
ち
物　
必
ず
堆
肥
を
入
れ
る

土
の
う
袋
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（
多
く
の
人
に
配
布
す
る
た

め
、
１
人
に
つ
き
土
の
う
袋
で
10

袋
ま
で
と
な
り
ま
す
）

▼
場
　
所　
洞
爺
湖
町
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
花
美
館

■
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
（
74
︱
３
０
０
６
）
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お知らせ

障がい児（者）手当制度のお知らせ
　障がいのある人の経済的な援助として、次の手当の支給を行っています。

※認定請求の手続き
　これらの手当の支給を受けるためには、役場窓口で認定請求の手続きを行うことが必要です。ただし、所得や施設入
所などによる支給制限がありますので、詳しくはお問い合わせください。
■問合せ　健康福祉課福祉支援係（☎ 76-4006）

　20歳未満の身体・知的・精神
に重度・中度の障がいがある児
童を養育している父母などに支
給されます。なお、児童が福祉
施設に入所しているとき、受給
者およびその家族に一定の所得
があるときは支給されません。
対象児童　①身体障害者手帳１
～３級程度および４級（一部）に
相当する程度の障がいがある児
童（障がいの部位によって異なり
ます）
②療育手帳Ａ判定およびＢ判定

（一部）に相当する程度の知的障
がいがある児童
③精神障害者保健福祉手帳１級
および２級（一部）に相当する程
度の障がいがある児童
手当月額　重度（１級）55,350円
　　　　　中度（２級）36,860円

特別児童扶養手当
　著しい重度の障がいがあるた
め、日常生活において、常に特
別の介護を必要とする 20歳以上
の在宅の人に支給されます。な
お、本人が施設に入所している
ときや病院などに 3か月を超えて
入院したとき、本人・扶養義務者
などに一定の所得があるときは
支給されません。
対象者　①身体障害者手帳１～
２級程度の障がいが複数以上あ
り、常に特別の介護を必要とす
る人（障がいの部位によって異な
ります）
②知的・精神・血液・内臓障がい
などで①と同程度の状態であり、
常に特別の介護を必要とする人
手当月額　28,840円

特別障害者手当
　重度の障がいがあるために、
日常生活において、常に介護が
必要な 20歳未満の在宅の児童
に支給されます。なお、児童が
施設に入所しているとき、本人・
扶養義務者に一定の所得がある
ときは支給されません。
対象児童　①身体障害者手帳１
～２級（一部）に相当する程度の
障がいがある児童（障がいの部
位によって異なります）
②療育手帳Ａ判定（一部）に相当
する程度の知的障がいがある児
童
③精神障害者保健福祉手帳1級
～ 2 級（一部）に相当する程度
の障がいがある児童
手当月額　15,690円

障害児福祉手当

障がい児を養育している人に
支給される手当 障がい児（者）本人に支給される手当

著
名
人
を
か
た
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

投
資
詐
欺
に
ご
注
意
！

　
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
森
永
卓
郎

氏
な
ど
著
名
人
を
か
た
る
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
型
投
資
詐
欺
」
が
全
国
で
多
発

し
て
い
ま
す
。
前
年
の
被
害
額
は

約
２
７
７
億
円
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
衣
料
品
大
手
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
創
業

者
の
前
澤
友
作
氏
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
掲
示
板
「
２
ち
ゃ
ん
ね

る
」
開
設
者
の
西
村
博
之
氏
ら
を

か
た
る
偽
の
投
資
広
告
を
閲
覧
し

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
外
国
為
替
証

募
　
集

自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目　
第
２
回
予
備
自
衛

官
補
（
①
一
般
②
技
術
）
③
第
１

回
技
術
貸
費
学
生

▼
資　
格　

①
一
般　
18
歳
以
上
52
歳
未
満

②
技
術　
18
歳
以
上
で
国
家
資
格

免
許
な
ど
を
有
す
る

③
技
術
貸
費
学
生　
大
学
の
理
学

部
、
工
学
部
の
３
、４
年
次
ま
た

消
防
吏
員
募
集

は
大
学
院
修
士
課
程
在
学

▼
受
付
期
間　
①
②
９
月
19
日

（
木
）ま
で
③
10
月
11
日（
金
）ま
で

▼
試
験
期
日　
①
②
９
月
21
日

（
土
）～
10
月
７
日（
月
）の
い
ず
れ

か
一
日
③
11
月
４
日（
月
）

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本

部
室
蘭
地
域
事
務
所（
☎
０
１
４
３

－

44

－

９
５
３
３
）

拠
金
取
引
（
Ｆ
Ｘ
）
投
資
を
勧
誘

さ
れ
現
金
を
振
り
込
ん
だ
と
の
事

案
も
あ
り
ま
す
。

　
「
著
名
人
が
投
資
を
推
奨
し
て

い
る
か
ら
大
丈
夫
！
」
と
い
う
気

持
ち
に
駆
ら
れ
ま
す
が
、
ク
リ
ッ

ク
す
る
前
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
資
詐
欺
か

ど
う
か
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８
」
に
確
認
ま
た
は
警
察

相
談
専
用
電
話
「
＃
９
１
１
９
」

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
（
74

－

３
０
０
５
）

▼
募
集
職
種　
消
防
吏
員（
消
防

士
）

▼
採
用
人
数　
３
人

▼
資　
格　
平
成
９
年
４
月
２
日

～
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
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で
、
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
（
令
和
７
年
３
月
に
卒
業
見

込
を
含
む
）

▼
受
付
期
間　
６
月
30
日
（
日
）

ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
６
月
30
日

の
消
印
ま
で
有
効
）

※
詳
細
は
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

消
防
本
部
総
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求
・
申
込
・
問
合
せ

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

総
務
課
（
☎
０
１
４
２

－

21

－

５
０
０
０
）
西
胆
振
行
政
事
務

組
合
Ｈ
Ｐ
：http://

nfd119sakura.
ne.jp

人権擁護委員候補者を募集します
　人権擁護委員は、地域の皆さんから人権に関する
相談を受け、問題解決のお手伝いや法務局の職員と
協力しながら、人権侵害から被害者を救済するほか、
地域の皆さんに人権について関心を持ってもらうた
めの啓発活動を行います。
　人権擁護委員は無報酬ですが、現在、全国で約

14,000 人が法務大臣より委嘱を受け、各市町村で
人権擁護活動に携わっています。（洞爺湖町でも５
人の人権擁護委員が活動されています）
　委員の活動については特別な知識や資格は必要あ
りません。これまでの経験を活かし町の人権擁護活
動にご協力いただける人を広く募集します。

募集内容
○募集人数　２人（令和６年度中に任期終了を迎える委員の後任として）
○対象地区　洞爺湖温泉地区、虻田地区
○任　　期　委嘱日から３年
○応募資格　以下の条件を満たす人

①洞爺湖温泉地区、虻田地区に在住で、選挙権を持つ 20 歳以上の人
②人格識見が高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある人

○応募方法　住民税務課住民・戸籍年金係までご連絡ください
○応募締切　９月２日（月）※募集人数に達した場合は、募集を締め切ります
○委嘱手順　①ご応募いただいた人と面談し、再度意思確認をしたうえで委員候補者とさせていた

だきます。ただし、結果的にお断りさせていただくこともあります
②洞爺湖町議会に意見を求めたうえで、法務局へ委員候補者として推薦します
③法務局からの委嘱を受け、人権擁護委員として活動していただきます

（報酬はありませんが、交通費など活動に応じた費用は支給されます）

応募は自薦・推薦を問いません。皆様からのご応募をお待ちしています。
■問合せ　住民税務課住民・戸籍年金係（☎ 74-3002）

▶
人
権
擁
護
委

員
に
つ
い
て
詳

し
く
は
こ
ち
ら

（
法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
（
３
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

▼
日　
時　
①
６
月
20
日（
木
）②

７
月
４
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

▼
場　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
担　
当　
①
菊
地
俊
邦
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

②
高
村
真
人
弁
護
士
（
む
ろ
ら
ん

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
74

－

３
０
０
２
）

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

▼
日　
時　
①
６
月
15
日（
土
）②

７
月
20
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

▼
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
河
合
）

住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係

（
☎
74

－

３
０
０
２
）

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
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お知らせ

こととううやや No.39
能登半島地震の被災地派遣で学んだこと
　３月29日から４月７日まで、石川県輪島市に北海
道の広域応援隊の一員として派遣されました。
　輪島市では、地震の影響で多くの建物が被災し、
一部の地域では断水が続くなど復旧が遅れ、建物の
解体作業も進んでおらず、避難所となっている中学
校の教室に罹災証明書の発行や支援相談の臨時の窓
口が設置され、多くの住民が訪れていました。
　私は、主に罹災証明書の申請受付や交付業務を担
当し、窓口に訪れた住民は「家が潰れて住む場所が
ない、今後の生活が不安だ」という声が聞かれたほか、
輪島市の職員は「想定以上の災害で、自宅が被災し
職場で寝泊まりしている」と話すなど、非常に大変な
生活を強いられていました。
　それでも私たちに「遠くから来てくれてありがとう」
と感謝を伝える方や復旧に向けて懸命に活動する
方々の姿がありました。

今回は、能登半島地震の被災地支援に派今回は、能登半島地震の被災地支援に派
遣した職員の現地レポートを掲載します遣した職員の現地レポートを掲載します

　今回の派遣で災害が与える影響の大きさを改めて
痛感しました。
　災害から命を守るためには、今起きている災害を
自分事として捉えて備えることが大切です。自分は大
丈夫だと思わず、今一度家族や地域の人と一緒に必
要な備えを確認してほしいと思います。
　そして、被害にあわれた方々が少しでも早く元の生
活を取り戻せることを切に願います。

（総務課自治防災室　係長　山本　玲）

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
故合佐毘茂さん
■４月19日死去■83歳■遺族は千代子さん■曙

4月 20日から 5月 19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。
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故平山悦子さん
■４月24日死去■85歳■遺族は勝俊さん■月浦

故細江恭子さん
■４月23日死去■94歳■遺族は宏之さん■清水

故木下憲治さん
■４月25日死去■76歳■遺族はクニ子さん■香川

故山崎太一さん
■５月11日死去■87歳■遺族は利子さん■清水

故高橋美知子さん
■５月10日死去■78歳■遺族は六沢真弓さん■虻２区

故香川喜代司さん
■４月19日死去■85歳■遺族は明美さん■３町内

故大久保文子さん
■５月６日死去■84歳■遺族は友美さん■虻５区

故石川真寿美さん
■４月20日死去■49歳■遺族は和典さん■虻５区

故鈴木英子さん
■５月10日死去■80歳■遺族は秀雄さん■虻５区
故山浦キミ子さん
■５月10日死去■100歳■遺族は和好さん■泉区

故毛利求さん
■５月14日死去■87歳■遺族は保子さん■虻３区
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洞爺湖町健康福祉センターさわやか内
健康福祉課福祉支援係（☎ 76-4006　洞爺湖町栄町 63-1）


